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合言葉は「心はひとつ チーム　園」・地域の
子どもは地域で育てる

　園小学校学校支援会議
【長崎県佐世保市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
2人 47人 19年度 なし

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 54人 24日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

図書室、多目的室、体育館、運動場 19年度 なし
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

佐世保市立　園小学校

●基本データ

　佐世保市立　園小学校区では地域
とともにめざす子どもの姿を「地域へ
の愛着心を育てる」「未知のものや新
しいものへの挑戦する心を持たせる」

「思いやりの心を育てる」という３つ
の共有目標として掲げ、それを実現
するために、学校支援会議を毎月開
催し、４つの専門部（学習活動・体験
活動・安全・環境）を設置することに
より、具体的な活動を通して学校づ
くりや地域づくりをおこなっている。
　活動は１学校区内にとどまらず、
同じ中学校区の小・中学校４校にも
呼びかけ、中学校区の全地域で行事
の企画や９か年にわたるカリキュラ
ム編成をおこない取組を進めるな
ど、地域を巻き込んだ活動をしてい
る。学校教育目標の達成のために地
域が協力し、またそれを住民が生き
がいと感じるなど、学校と地域の相
互共栄が図られている。

＜特徴的な活動内容＞
★学校支援会議（長崎県版学校支援地域本部）を毎月開催することで、行事の企画・運営の検討、　
学校の教育課題及びその対策についての共有化を図るばかりでなく、地域住民同士の交流機会を
提供し、地域づくりに貢献している。
★４つの専門部によりそれぞれの目的に応じた活動が主体的に展開されている。
★小学校区にとどまらず、近隣の小・中学校区に呼びかけ、９か年のカリキュラム作成を行っている。
★学校と地域の協働関係の構築により、地域住民の生涯学習支援を行っている。
★日頃のあいさつ運動はもちろん、参観日や教職員の研究授業を参観することで、学校関係者評
価の充実に活かしている。

<実践に当たっての工夫>
○「中庭のレイアウト」「清掃大作戦」「どんと焼き」の企画運営をし、広報活動を充実させることで
行事の趣旨等の周知を図り、保護者や公民館長・民生委員児童委員等をはじめ、一般の地域住民
等が多数参加している。
○多数の店舗が集まっている地域性や様々な技を持った地域の達人を活かし、授業の中に位置づ
けることで、豊かな体験活動を充実させている。
○学校支援会議委員が放課後子ども教室の実務を兼務し、内容の企画や事前準備のボランティア
召集など、ネットワークを活かした取組を行っている。

○学校支援会議のメンバーが、「学校の株主」という当事者意識を持って学校の現状や課題について共有しており、学校の強力な支
援者としての存在は大変貴重である。協働による新しい教育が開けてきている。
○様々な人との関わりによる豊かな体験が、子どもたちの心の教育になっている。また、子どもとのふれあいを楽しみに笑顔で集
まってくださる方から、「子育ては自分が育つこと」という言葉をいただき、大変うれしく思っている。

学校清掃大作戦

地域での「　園ショップ」　　　　　　　

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活動の概要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

＜年間の主な活動計画＞
４月　会則確認・年間計画立案　　　１０月　県下一斉パトロールの実施
５月　６月集会の取組について　　　１１月　研究授業参観
６月　心をみつめる集会実施　　　　　１月　どんと焼き
７月　教育課題及び対策の共有　　　　２月　学校関係者評価
９月　学校清掃大作戦　　　　　　　　３月　体育館清掃　卒業式出席

<その他の特徴>
○一人ひとりの支援会議委員が当事者意
識をもち、「良い地域が良い学校を創る」
という強い思いで取組を支えている。
○鍛錬遠足など多数の保護者や地域住民の
コミュニティとしての場を提供しており、
学びを通じて人がつながっている。
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「かっちぇて」は、いろんな仲間を増やす合い言葉

かっちぇてクラブ（日野小学校区放課後子ども教室）
【長崎県佐世保市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 29人 17年度 なし

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 49人 20日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

日野小学校体育館、運動場、その他 16年度 なし
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

佐世保市立日野小学校

●基本データ

　地域の人材や学習資源を有効に活
用した様々な活動に継続的に取り組
んでいる。
　学校教育では体験できないような
ことが意図的に企画され、学校教育
を補完する役割を果たしている。
　また、住民に対して生涯学習の場
を提供するとともに、参画する住民
同士がネットワーク化されており、
地域の基盤づくりにもつながってい
る。

＜特徴的な活動内容＞
★地域人材や校区内の自然環境などを積極的に活用して、郷土を学ぶ多様な機会を数多く展
開している。
★学校教育では体験することが難しい機会を積極的に提供し、学校教育を補完する関係を構
築している。
★活動の中で、地域住民の学習成果を発揮する機会を意図的に設け、生涯学習支援と地域の
ネットワークづくりに貢献している。
★校区内の大学と連携し、大学の専門性を活かした活動を行うとともに、相互支援・相互貢
献の関係を構築している。

＜実践に当たっての工夫＞
○校区内に居住する様々な人材を発掘し、星空観望会や科学教室など、専門的知識を有する
地域人材が、地域に住む一住民として教室に参画している。
○九十九島など地域の財産を学習資源として活用し、郷土に対する関心を高め、郷土愛を醸
成している。
○開催にあたり、地域住民のスタッフとしての参加を増やし、地域の子どもたちを地域みん
なで育てようという機運のもと運営している。

○保護者と地域の信頼関係が生まれ、放課後子ども教室以外でも、朝の登校見守り活動や、子どもをまきこんだ地域行事などが活
発化している。
○子どもの豊かな育みの時間・場を創出しただけでなく、地域住民や保護者そして近隣大学及びその学生の相互理解や連携を生み、
子どもも大人も地域の中で成長していっている。特に大学生との交流は、子どもたちや地域に大きな活力を与えている。

ペンギン体操

本物のペンギンとのふれあい

もちつき大会 出前牧場

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活動の概要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

＜年間の主な活動計画＞
　６月　エアロビクス・出前牧場　　　　　１１月　みんなで遊ぼう
　７月　紙飛行機づくり・習字・竹細工　　１２月　クリスマスクラフト作り
　８月　工作・石膏粘土・習字　　　　　　　　　　もちつき大会　
　９月　英語　　　　　　　　　　　　　　　１月　グランドホッケー
１０月　英語・ペンギン体操　　　　　　　　２月　お菓子作り・少林寺拳法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バスケットボール　
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公民館での学習を学校支援活動に活かす！！

益城町学校支援地域本部【熊本県益城町】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
3人　 206人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

飯野小学校、広安小学校、津森小学校、益城中央小学校、
広安西小学校、袴野小学校、木山中学校、益城中学校

●基本データ

　公民館で学習する地域住民が、ボ
ランティアとしてその成果を学校支
援活動に還元する「知の循環」を実現
しており、公民館活動の充実、地域
教育力の向上を図っている。コー
ディネーターのうち１人を教育委員
会に配置、また、小学校のコーディ
ネーターは常駐に近い形で配置し、
学校と地域住民がスムーズに連携し
ている。

【公民館での学習を学校支援に活かす】
　公民館で活動する団体の代表者会議等で事業説明やボランティアの依頼を実施している。
支援を行った地域住民は公民館での学習成果を地域に還元するとともに、自らの学習を振り
返る機会を得ることができる。このことにより、公民館活動の充実と地域教育力の向上につ
ながっている。
【ＧＴではなくＡＴ】
　学校教育活動への支援であることを重視し、地域ボランティアは補助（アシスタントティー
チャー）に徹する。ゲストティーチャーとなる場合においても、十分な打ち合わせを行うこ
ととしており、地域住民は負担なく学校の支援ができている。
【コーディネーターの配置】
　コーディネーター３名のうち、１名は教育委員会に配置し、全体的なマネジメントとコー
ディネーター配置校以外の支援を行う。また、公民館講座の講師を兼務し、公民館でのボラ
ンティア養成を行っている。
　学校配置のコーディネーターは学校教育課の補助職員配置事業（ドリーム益城っ子事業）の
職員と兼務することで、常駐に近い状態で学校で活動している。このことにより、学校のニー
ズを引き出しやすくしている。
【コーディネーター会議の実施】
　コーディネーター３名と教育委員会担当者で月１回程度会議を実施し、成果や問題点の共
有、及び今後の対応について検討している。
【学校年間計画への位置付け】
　これまでの学校支援の積み重ねから、学校の年間指導計画にボランティアによる支援教科や方
法等を位置付け、コーディネーター及び学校職員が見通しを持って活動できるようにしている。

　現在はコーディネーター配置校の２校を拠点に事業を展開しているが、支援の輪が町内全校に拡がりつつある。ボランティアと
して支援に参加した地域住民は学習成果の活用の場だけでなく、子どもとの交流や生きがいづくりとなっている。また、きめ細や
かな指導により、子どもたちの学力や技能、意欲の向上が見られる。学校は地域住民を活かした能動的な授業を展開している。地
域は、学校への理解がより深まりつつある。先生方の負担軽減までは至っていないが、この事業を今後も町内に拡げていきたい。

そろばん指導ボランティア 書写指導ボランティア わらぞうり作り指導ボランティア

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活動の概要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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網田小学校と網田中学校の
連携教育を支える、地域の取組

宇土市立網田小・中学校【熊本県宇土市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

− － ○ －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
−人 −人 −年度 −

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
平成18年５月15日 15人 116人 7学級

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
平成20年5月15日 15人 79人 4学級

網田小学校、網田中学校

●基本データ

　小中一貫教育の取組をさらに推進
するため、学校運営協議会を設置し
ており、そのもとに組織された６つ
のコミュニティ（学校地域安全、ボ
ランティア活動、ＰＴＡ活動、学校・
社会行事など）が体験活動や学習支
援活動に取り組んでいる。網田中学
校で取り組んでいる「親子サミット」
では、児童・生徒、保護者、学校運
営協議会委員などが意見交換を行う
機会を設けている。

　平成24年度から、学校運営協議
会の在り方を見直し、「学校が地域
に求めること、地域が学校に求める
こと」という協議題を中心に話し合
いを進めるようにしたことで、学校
支援の具体像が見えてきた。その一
例が、校内美化作業への網田地区各
種団体の協力である。嘱託会をはじ
め、婦人会、体協、教育の里づくり
隊等29人の協力があった。

★月１回程度、学校運営協議会を開催し、小・中９年間を見通した児童・生徒の育成につ
いて話し合っている。
		 ★学校運営協議会は、学校関係者評価を主な活動としている。各学校で委員による授業参
観を行い、その後、感想や意見を述べる場を確保している。

★毎月の会議では、「学校から地域へ」、「地域から学校へ」という協議項目をたて、互いの
要望等を出し合っている。

★委員を招いて始業式や終業式でミニ講話を実施。児童生徒と地域とのつながりが深まっ
ている。

★休業中の児童・生徒の様子を聞かせていただいたり、外部から見た評価をいただいたり
することで、客観的な様子をとらえることができる。

　これまで、網田小学校・網田中学校は、９年間を見通して互いに連携しながら学校運営を進めてきた。そこに学校運営協議会が
加わり、学校の経営方針（小・中共通の方針、発達段階に応じた方針）を理解していただいている。学校の方針を理解した上で地域
で児童・生徒を見ていただき、児童・生徒の健全育成に向けて学校・家庭・地域が一体となって取組を進めることができている。
さらに、本年度は協議の中に「学校から地域へ」と「地域から学校へ」という項目を加え、互いの思いを感じながら協議会の運営を進
めることができている。

嘱託会による剪定作業

網田サミットの様子

網田教育の里まつりの様子

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活動の概要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

　網田中「親子サミット」は、中学生と保護
者だけでなく、地域の方々や小学生も参加
し、年に一回実施している。「学習」「進路」

「生活」「防災」等のテーマごとに分かれて討
論を行った。出てきた意見は、スローガン
としてまとめ、発信した。

　11月4日に、「網田教育の里まつり」
で実施された「ロング巻きずし作りに
挑戦」の様子である。
　小学生と中学生がいっしょになっ
て、地域の方々に作り方を学びながら、
のりや貝などの地元の食材を用い、巻
きずしを作った。
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地域の力を学校に！～暮らしの中で培った
知識・技術が学校支援の大きな戦力に～

氷川町学校支援地域本部
【熊本県氷川町】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
3人 −人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

竜北東小学校、竜北西部小学校、宮原小学校、
竜北中学校、氷川中学校

●基本データ

　平成18年度からコミュニティ・
スクールとして指定を受け、保護者
や地域の声を学校運営に反映させて
きた。
　また、平成20年度から学校支援
地域本部事業に取り組み、学校と地
域をつなぐ地域教育コーディネー
ターを配置している。このことに
よって、地域の要望を的確にとらえ、
学校運営に反映させると同時に、学
校の要望をボランティア団体に伝
え、学校支援の充実を図ることがで
きた。
　現在、町内全ての小・中学校で学
校支援地域本部事業に取り組んでい
る。平成23年度は、各教科をはじ
めとする学習支援活動、学校内外の
環境整備、登下校時の安全見守り、
読み聞かせなどについて、老人会、
婦人会、民生児童委員等による延べ
6500人のボランティアに支えてい
ただきながら、活動を継続的に行っ
ていた。

　３人の地域教育コーディネーターが役割を分担したり協力しながら、町内全体のボラン
ティアを組織し、学習支援から家庭教育支援まで幅広く取り組んでいる。学校内に、地域教
育コーディネーターが常駐できる部屋を設けたり、職員室に机を設置したりするなど、日頃
から学校との情報交換や学校支援のニーズを把握できるよう努めている。
　地域教育コーディネーターは、学校の要望をもとに学校支援計画を各学校毎に作成し、そ
れに応じたボランティアを募り、①学習支援　②豊かな心づくり支援　③安全見守り支援　
④学校行事支援　⑤美しい学校づくり支援　⑥地域交流支援　⑦職場体験・農業体験支援　
等の活動を実施している。また、学校の教育課程と連動して地域の物的・人的資源を活用し
た学習支援や地域交流を盛んに行っている。
　さらに、随時発行している広報紙『氷川っ子元気だより』を保護者に配布したり、地域に回
覧したりすることにより、地域と学校が連携した活動の紹介やボランティアの募集等を行う
など、学校支援の核となり、学校と地域が一体となり、子どもの「生きる力」がより育成され
るよう努めている。

　教師は、支援ボランティアを活用することにより、個に応じたきめ細やかな指導が可能になり、授業のねらいがより効果的に達
成されている。また、子どもと向き合う時間の確保ができている。
　児童・生徒は、支援ボランティアによる専門的な指導により、嬉々とした表情を見せ学びを更に深めることができるようになっ
た。また、地域の大人と接することにより、みんなから守られているという実感を持つことができた。
　地域の人々は、生涯学習講座での学びの成果や、これまでの自分の経験を生かすことができる場ができたことで、自身の生きが
いづくりや学校を核とした地域づくりにつながり、地域の活性化の一助になっている。また、学校理解と学校支援の気運が高まり
つつある。

読み聞かせボランティア
【豊かな心づくり支援】

ボランティアとの花苗づくり
【美しい学校づくり支援】

算盤お助け隊による支援
【学習支援（算数）】

専門家による毛筆指導
【学習支援（書写）】

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活動の概要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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「子どもは地域の宝」を合言葉に地域ぐるみで
子どもたちを見守り育む地域づくり

三光中学校区ネットワーク会議
【大分県中津市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
2人 499人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

三光中学校、真坂小学校、山口小学校、秣小学
校、深水小学校

●基本データ

　ボランティアの延べ参加人数が多
く（１校当たり2,157人）、年間を通
した学校支援活動に多くの地域住民
が関わっている。ネットワーク会議
において各学校での活動情報を共有
することで、活動に広がりが見られ
るようになった。また、公民館職員
がコーディネーターとなり公民館を
拠点として活動しているため、人材
の確保がしやすく、公民館新聞での
広報も充実している。

★公民館を拠点として学校支援ネットワークを構築
★年３回のネットワーク会議で各校区の情報の共有
★人材豊富な公民館利用者の活用
★公民館新聞に学校支援活動コーナーを設置
★多彩な支援活動が地域内学校に拡大
★３つの小学校で毎日登下校の安全見守りを実施
★すべての小学校で朝読書の時間に読み聞かせを実施

【関係者の声】
教職員「地域の人の支援を楽しもうとする気持ちにふれて良かった。」「来ていただくことで地域の方とのつながりが深まった。」
児童「最初は恥ずかしかったけど、楽しかった。」「緊張したけどだんだん覚えていって、面白かった。また来てほしい。」
支援者「子どもたちから元気をもらい、楽しかった。」「教えるのは大変難しく良い経験になった。上達が早いのに驚いた。」
　この事業を通して、公民館、学校、地域それぞれのつながりが強く広くなった。学校にも浸透し、支援要請の内容に幅が出てきた。各校区がネッ
トワークで結ばれることにより、複数の学校で共通の人材が確保できるようになった。何よりも支援していただいた方々や支援される学校に喜
ばれること、そして、５年先、１０年先も現在行っている支援活動が継続して実施できることに本事業の本当の価値があるのではないかと思う。

鍵盤ハーモニカ学習支援

登下校の安全見守り隊

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活動の概要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

「三光公民館だより」H23,6,1号
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地域の人材を活かした教育の協働

高田中学校区学校支援地域本部会議
【大分県豊後高田市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 360人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

高田中学校、高田小学校、
桂陽小学校、呉崎小学校、草地小学校

●基本データ

　公民館主事がコーディネーターを
兼務している。地域、学校、家庭を
結び、子どもたちを協力して育む

「協育」という言葉を掲げ、地域の個
性を生かした伝統の継承（能楽）や特
産品（そば・白ねぎ）の植え付けから
調理までの一貫した支援を行ってい
る。

★呉崎小学校では毎年9月に学校の菜園を利用して、地域人材を活かした白ねぎ栽培をして
いる。土作りから植え付け、肥料やり、土上げ作業、収穫まで半年にわたって指導している。
★近年は生活改善グループの方が3月の初めに収穫した白ネギを使って、調理指導をしてい
る。毎回5品ほどのバラエティーに富んだメニューは、大変好評。（ネギ餃子、ネギのお好み
焼き、味噌炒め、ザーサイ和え等）
★支援者の児童が卒業したら在校生の保護者が引き継いで指導している。料理指導には10
名ほどの方が来る。
★支援者の情報を収集しながら人材バンクを充実させ、他地区とも情報交換を密にしてネッ
トワーク作りをしている。

児童の感想としては、地域の方とふれあうととても楽しい。生活の知恵をたくさんもらえる。また成育の過程を観てきた児童にとっ
て収穫の喜びは、格別のようだ。支援者の声としては児童からのお礼の手紙や、出会った時声をかけてくれるので嬉しいようだ。
昔のおもちゃで遊ぶ教室では、「遊びのおじちゃん、また来てね。」と言う1年生全員の大きな声に支援者も大きなパワーをもらった。

能楽指導（信長出陣の舞）桂陽小 昔の遊び（けん玉コーナー）

苗を植えた後の肥料まき

昔の遊び（風ぐるまコーナー）

収穫したネギを調理

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活動の概要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域総参加で子育てのまちづくり
～地域の力を結集して～

長洲中学校区地域協育協議会
【大分県宇佐市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 53人 22年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

長洲中学校、長洲小学校、柳ケ浦小学校、
和間小学校

●基本データ

　登下校時の見守り・安全指導や挨
拶指導、ビーチクリーンアップなど
の環境整備等、子どもたちの健全育
成を願う地域の方々のいろんなサ
ポートを受けるとともに、学校と連
携をはかりながら、幅広く活動を
行っている。

＜特徴的な活動内容＞
★宇佐市は平成20年度から学校支援地域本部事業に取り組み始め、平成23年度には宇佐市
の中学校・小学校すべてで実施している。
★長洲中学校区地域協育協議会は、平成22年度から開始し、今年で3年目になるが、長洲地
区には「みんなで良い子に育てる会」があり、子どもたちの健全育成を願い、25年前に組織され
地域の方々からのいろいろなサポートをいただいている。その礎もあり、子どもたちの登下校
を毎日見守っている見守り隊の方々による交通安全指導とあいさつ指導、読み聞かせ、平和学習、
米作り、御囃子、学校行事の支援、そろばん指導、ミシン補助、環境学習など学習支援から環
境整備まで幅広い内容で支援活動が行われている。また学校や子どもたちは地域のイベントに
積極的に参加するとともに、地域の方と交流・親睦を深めている。

　子どもと地域の方が交流することにより親睦が深まり、地域の方々のあたたかさが子どもにもしっかり伝わっている。学校にお
いても、特に専門的知識を要する学習支援については助かっているという声が上がっている。

地域の方による
交通安全指導

米作りを学ぼう！

ミシン指導

脱穀体験

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活動の概要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

長洲中学校区地域協育協議会
地域コーディネーター

学　　校　　・　　地区住民

・長洲中学校・長洲小学校・柳ヶ浦小学校・和間小学校

協力・連携
協
力
・

　連
携

要
請

支
援

長洲地区
「みんなでよい子に育てる会」
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市内全域における学校支援体制の整備
～KSＳVCによる運営～

こばやしスクールサポートボランティア
センター（KSSVC）【宮崎県小林市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
31人 1197人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
4人 8〜 29人 204日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

西小林小学校体育館、幸ヶ丘小学校生活科室、紙屋地
区公民館、三ヶ野山いきいきコミュニティーセンター 19年度 なし

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

小林市内１２小学校・９中学校
（市内の全小・中学校）

●基本データ

　平成20年度、モデル校の指定に
より取組を開始し、その成果を基に、
平成23年度より市内すべての小・
中学校を対象にして、学校支援方針
についての協議や、コーディネー
ターの養成研修などを行う「こばや
しスクールサポートボランティアセ
ンター」を設置した。学校ごとに配
置された学校コーディネーター（教
職員）と地域コーディネーター（地域
住民）が連携し市内全域での学校支
援活動の充実を図っている。

＜特徴的な活動内容＞
●市内全ての小中学校を対象にした学校支援の方針や問題点などの協議や学校コーディ
ネーター・地域コーディネーターの養成研修、全中学校区への指導・助言等を行う「こばや
しスクールサポートボランティアセンター」（略称KSSVC）を設置するとともに事務局に３人
のアドバイザー（教職員OB）を配置し、学習支援活動の充実を図っている。
●市教育委員会が教職員を学校コーディネーター（無償）として任命するとともに、地域から
も地域コーディネーター（無償）を委嘱することにより、市内の全中学校区において学校支援
地域本部を展開している。
●地域の特性に応じた支援が充実し、小中学生の相互交流活動も行われるようになっている。

＜実践に当たっての工夫＞
●KSSVCのアドバイザーが、各学校支援地域本部の支援やボランティア人材バンク等の充
実・整備を図っている。

・地域で子どもを育てようとする意識が高まってきた。
・学校でのボランティア活動を通じて、やりがいと子どもたちから元気をもらっている。
・地域の方にお手伝いをいただいて大変助かり、子どもたちも生き生きしている。

学校コーディネーター研修

学校支援推進協議会

卒業生による学習支援

学校コーディネーター研修

郷土芸能活動支援

ボランティアとの対面式

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域みんなで子どもを守り・育てる
木城っ子安全守る隊・木城っ子応援隊

木城町学校支援地域本部【宮崎県木城町】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 103人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 8人 39日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

会議室　他 20年度 なし
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

木城中学校、木城小学校

●基本データ

　学校支援ボランティアの数は100
人を超え、 卒業生や保護者を巻き込
んだ「木城っ子安全守る隊・木城っ
子応援隊」（学校支援ボランティア）
が活発に活動している。学校支援地
域本部が、学校内にとどまらない、
地域の様々な組織をつなぐパイプに
なり、地域全体で子どもを育てる推
進役となっている。

＜特徴的な活動内容＞
●青少年に関わる組織等の代表者による「木城町地域教育推進プロジェクト会議」を通した情
報交換や企画により、町ぐるみで学校支援が行われている。
●「木城っ子安全守る隊」の日常的な活動により、登下校時等の安全確保が図られている。
●「木城っ子応援隊」が校外活動を支援。町の自然、歴史、文化等の調査活動の充実に加え、
安全確保が図られている。
●児童生徒と「安全守る隊」・「応援隊」との対面式や交通教室を行うなど、学校行事も充実し
ている。

＜実践に当たっての工夫＞
●安全見守り活動を通し、地域の連帯感をより一層深めるため、あいさつ運動を展開してい
る。
●日々の下校時間など学校行事の情報提供・共有を行っている。

・「子どもから元気良く話しかけられ、学校との距離が縮まったように感じる。」（応援隊隊員）
・「子どもたちとあいさつを交わし接することで、元気をもらえる。」（守る隊隊員）
・「気負わず・気楽に・気長に、子どもたちと地域の方々が交流を図ることで、木城っ子を見守りたい。」（プロジェクト会議委員）

木城小学校1年生　昔遊び

夏休み子ども教室  デイキャンプ

木城小学校2年生　町探検

木城小学校2年生　お芋料理

木城小学校　交通教室

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

＜その他の特徴＞
●夏休み子ども教室の学習アドバイ
ザーや安全管理員を地域住民が務める
ことによる生きがい増進。
●児童の放課後の居場所づくりとし
て、毎週水曜日、会議室開放。
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地域みんなで支える学校・育てる子ども
～できることを・できるひとが・できるときに～

高原地区学校支援地域本部
【宮崎県高原町】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 144人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

高原町内４小学校・２中学校
（町内の全小・中学校）

●基本データ

・平成20年に委託を受けスタート。
コーディネーターを核とした学校支
援ボランティア活動を開始。
・活動に参加したボランティアの成
就感を意識したり、フォローなどす
ることで地域の学校を意識する機運
が高まった。
・新燃岳の噴火の際には、校舎の窓
ガラスに空振対策テープを貼る等、
防災対策を行った。また、外壁の清
掃を行った。
 （主な活動内容）
・読み聞かせ活動
・環境整備・植栽活動
・登下校時の見守り・あいさつ活動
・三世代交流活動
・社会科学習支援

〈組織・手法〉
●社会教育指導員を兼務するコーディネーターを教育委員会に配置し、ほとんどのボランティ
ア活動に参加している。学校とボランティアとの打合せはコーディネーターが実施している。

〈活動に当っての工夫〉
●支援活動を広く町民に知ってもらうために、区長会回覧を通してチラシの配布や教育委員会
広報誌「友遊」にボランティア活動の様子を掲載。また各種会合の折出かけ、PRしている。
●日ごろからコーディネーターが住民や地区との交流を図りながらボランティアへの参加を呼
びかけている。
●活動の後、労をねぎらうための工夫を実施している。

〈幅広い支援活動〉
●地域住民が読み聞かせ・見守り・あいさつ活動、環境整備・三世代交流など多岐・多様にわ
たり協力している。今年は、小小連携授業において、文化調査委員による学習支援も実施した。

〈連携・広がり〉
●ボランティアの地域住民への働きかけにより、ボランティアが増加した。
●多くのボランティアが一つの活動のみに限らず、それぞれの活動に参加している。
●読み聞かせ活動は、学校行事への参加や、学校間で活動を行っており、町ぐるみ読書活動に
つながっている。

・「できることを・できるひとが・できるときに」をモットーに支援活動を実施。ボランティアの自らの経験を生かせる場として、
自己実現や生きがいづくりとなっている。事業を通して、ボランティアは子どもたちや教職員との交流を深め、更なる学校支援へ
の参加につながっている。
・｢見守りたい帽子」「読み聞かせエプロン」などの着帽・着用により、ボランティア間の意識の高揚が図られて、ボランティア同士
の連帯感も生まれている。

空振対策テープ張り

学校コーディネーター研修

読み聞かせ

学校園除草

三世代グラウンドゴルフ

登校時の見守り

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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学校応援団で子どもは笑顔！
大人はイキイキ！　地域は元気！！

丹波小学校区学校応援団事業
【鹿児島県指宿市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 43人 20年度 なし

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

丹波小学校

●基本データ

　学校応援団協議会を組織化し、学
校のニーズ把握やボランティアの育
成・確保についてスムーズな運営が
行われるよう協議している。学校と
校区公民館が応援団（学校支援）の趣
旨をよく理解し、地域の中の学校と
いう認識のもと、地域に根差した活
動を行っている。また、地域住民に
とっては、学校支援が公民館で学ん
だ成果を生かす機会となっている。

【ボランティア募集内容】
・　学習指導の補助
・　部活動指導の補助
・　学校行事への協力
・　読み聞かせ
・　環境整備
・　施設等の補修
・　校門での朝のあいさつ
・　図書の整理　など

＜特徴的な活動内容＞
★学校応援団協議会を中心に幅広い関係者の参画を得て、効果的な運営や支援活動が行われている。
★校区公民館が地域本部。公民館主事がコーディネーターとなって、学校のニーズと学校支援   
ボランティアのマッチングを行っている。
★子どもたちと学校支援ボランティアが交流。「朝のあいさつ」や「読み聞かせ」などは、交流を深
める機会となっている。
★公民館講座生がボランティアとして活躍。公民館で学んだ地域住民が、その成果を還元している。
★これまでの地域に根差した既存の活動を、学校応援団活動に融合し、活動の拡充を図っている。

　取組の成果として、学校を地域全体で盛り上げようとする機運が高まっている。次のような感想が寄せられている。
・ボランティアの方々が、私たちの学校をかげで支えてくださり、とてもうれしい。(6年生児童)
・私たちが学んできた「お手玉遊び」の体験を、子どもたちがとても喜んでくれて感動した。(70代女性)　
・地域の方々による支援活動により授業が計画どおりに進むなど、学校の教育活動等が充実し、ありがたい。(丹波小学校)

町探検サポート

きな粉作り指導の補助

昔の遊び「竹馬」

ミシン縫いの指導の補助

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域ぐるみで次代を担う人材を育てる学舎活動

いきいき大丸学舎【鹿児島県南九州市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

− ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
−人 −人 −年度 −

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 11人 107日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

大丸校区公民館、図書室、体育館、校庭 19年度 なし
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

大丸小学校

●基本データ

　大丸小学校では、校区公民館、民
生委員・児童委員、地域の方々や
PTAなど、地域ぐるみでの活動が熱
心に行われている。平日は、校区公
民館を中心とした教科の学習活動や
読書活動、週末には、地域における
体験活動として、環境保全に関す
る活動などを実施している。 また、
文化的活動も盛んで、校区六月灯(夏
祭り)で子どもたちがダンスを発表
したり、11月に行われる校区文化
祭で、陶芸教室や生け花教室に参加
した子どもたちが、作品展示に協力
したりしている。  

★学校、校区公民館、民生委員・児童委員、PTA等が連携。効果的な組織の運営や各種活  
動が行われている。
★学習活動と読書活動を実施。火・水・木は学習指導員、月・金は公民館主事がボランティ
アで行っている。
★環境保全に関する学習活動を実施。大谷川の水質改善のためのＥＭ菌作りや生態調査を
行っている。
★「風の子ごみ調査隊」活動を実施。自然環境等に関心を持ち、郷土を愛する心を育てるため、
ごみの種類を集計するなどの活動を行っている。
★「校区六月灯」の出演のためにダンスなどの練習に励んでいる。
★7月と12月の空きビン回収では、保護者とともに各自治会から空きビンを回収する手伝い
をしている。

○子どもたちに様々な学びの場を提供することで、学習への意欲や地域の自然に対しての興味・関心を高めることができた。
○地域の方々とのふれあい活動を通して、相互理解が図られ、地域が子どもを育てるという意識を広めることができた。
○校区の様子を調べる活動や奉仕活動に親子で参加することで、話題づくりができた。

年間計画（23年度）

風の子調査隊

放課後子ども教室

六月灯（夏祭り）

大谷川生態調査

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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学校、地域、子ども教室、学童クラブが連
携プレーで子どもの安全を守る！

壺屋小放課後子ども教室【沖縄県那覇市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

− ◯ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
−人 −人 −年度 −

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 25人 205日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

空き教室、体育館、パソコン室 19年度 あり
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

壺屋小学校

●基本データ

　活動内容が充実しており、平日は
ほぼ毎日実施している。学習活動で
は個人目標を設定し、子どもの意欲
を引き出す工夫をこらしているほ
か、日頃の活動内容（空手、バトン）
を地域の行事で披露するなど、地域
との関わりも深い。児童クラブとの
連携も密で、学習指導に当たっては、
学習アドバイザーが相互に連携して
対応している。

★月曜日～土曜日まで毎日、放課後、児童が安全に楽しく、有意義に過ごすことができる場
所を提供している。
★スポーツ、パソコン、バトン、学習、空手、手作り教室、いずれも児童が「今日は活動ある？」
と、楽しみにしている。
★学校・学童と連携して計画をたてている。学童と綿密に連絡を取り児童の居場所を把握し、
保護者にもメールで状況報告している。
★PTAをはじめ地域の方々の協力により、児童がより充実した環境で活動できるような体制
となっている。

　子どもたちは、「今日、○○ちゃんがいじわるしてきた。」「かけ算がわからない。」など、その日あったことや思ったことを素直に
ボランティアの先生に話してくる。そんな子どもたちの様子を、保護者や学級担任に報告し、連携して子どもたちの心と体の安全
を守っている。保護者からも、「家でも、タイピングの練習をして上達したいと頑張っている」「なわとびが上手になった」など報告
がある。活動を通して、頑張る力が芽生えてきているようだ。

学習教室の様子

「ありがとう集会」にお招きされた
ボランティアの方々

活動カレンダー

リズム＆バトンの人たち

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

★毎年、学校で開催される「陶器まつ
り」で、保護者とボランティアが協力
して、カレーやおそばなど販売し、
その収益を子ども教室の活動費用（パ
ソコンのインク代やごほうびのお菓子
代など）に充てている。
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地域の子どもは地域で育てる
（学校と連携した地域住民の参画）

うるま市立具志川小学校支援地域本部
【沖縄県うるま市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 85人 21年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 19人 90日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

具志川小学校低学年広場・具志川公民館 19年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

具志川小学校

●基本データ

　地域団体（わかば会）や地域企業
が、率先して平日の登下校指導を
行っている。地域の方が無償提供し
た畑では、総合学習の一環として、
毎年５年生の稲作つくりを実施。夏
休みの強化学習として、公民館での
父母や高校生・大学生による学習支
援を実施しているほか、キャリア教
育の一環として、各分野で活躍して
いる職業人による夢スクールの開催
等、多くの地域人材を活用している。

★地域住民による登下校の指導が徹底している。
★夏休みに、公民館での強化学習を行っている。父母や高校生・大学生が協力。
★キャリア教育の一環として、職業人による夢スクールを開催。
★５年生には稲作つくりを体験。収穫したお米で感謝会を開催。

住民の声　：児童と接する機会が増え元気になり、学校に貢献できることに生きがいを感じる。
子どもの声：ボイストレーニングにより発声が上達し、発表が楽しくなった。
学校の声　：習字・水泳等地域の方の経験者による指導のもと、学習が充実した。

夢スクール講演

朝の登校指導

稲刈り体験

水泳指導

こがねの森の整備

感謝会の開催

教室修繕

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）



102

地域・保護者・教諭が一丸となった
わがシマの学校づくり

浦添市立沢岻小学校支援地域本部
【沖縄県浦添市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 184人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

沢岻小学校

●基本データ

　学校長・コーディネーターを中心
に、地域の団体とPTAが連携し、幅
広く活発な活動が行われている。学
校教育計画に「地域人材活用計画案」
を掲載したり、毎月のボランティア
だよりでの活動紹介や、地域ボラン
ティアへの感謝集会なども行ってい
る。

★地域懇談会を行なって、地域の方に活動状況報告と、ボランティアへの協力呼びかけ・募
集を行なっている。
★定期的にボランティア交流会を行い、学校との情報・意見交換会を行なっている（成果や
改善点、要望等）。
★学校教育計画の中に、「地域人材活用計画案」が含まれている。
★教育課程の充実や校外学習時の安全確保をはじめ、学習環境の整備に大きく貢献している。

　学校や地域、保護者との連携が深まり、相互交流が盛んになった。
　学習支援することで子どもたちは分かる喜びと学ぶ喜びが実感でき、学校生活全般においても明るく積極的になった。

【ボ】保護者からお礼を言われたり、子どもたちから挨拶されて嬉しい。
【学】ボランティアの指導のおかげで、授業がスムーズに余裕を持って進めることができた。
【コ】地域の方が喜んで協力し、また、子どもたちと触れ合う様子を見るととても暖かい感じがした。

地域ボランティアとの打ち合わせ

エプロン隊のお母さんたちによる
ミシン指導

３年生の地域探検（総合学習）
地域ボランティアによるマンゴー園
の説明

保護者が作った大型紙芝居を
ボランティアが読み聞かせ

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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「地域の窓口」そして
「学校と地域の架け橋」を目指して

加茂中学校区学校支援地域本部【仙台市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
4人 230人 21年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

加茂中学校、加茂小学校、虹の丘小学校

●基本データ

　平成21年4月に加茂中学校にて本
事業を開始する。もとより「地域は
中学校区」と考えていたため、学校
側の協力を得、2年目からは学区内
の小学校を含めた3校での支援体制
を整えた。この年より、各学校に担
当地域コーディネーターを配置し、
そのとりまとめや関係機関との連絡
調整役としてスーパーバイザーをふ
くめ4人のスタッフ構成となった。
教職員の理解もあり、活動を通して
小・中の連携も深まっている。大学・
高校・市民センター（公民館）・各地
域団体が学校支援を通してつながり
を持てるよう働きかけを進め、地域
全体の学びや福祉を支えるシステム
の窓口となることを目指している。

【スタッフの共通理解】
　担当地域コーディネーターは各学校の地域連携担当教員との連絡により、学校のニーズに
あった地域ボランティアをいち早く紹介し応えていく。
　学校と地域の架け橋として常にぶれない共通意識を持ってそれぞれのニーズに応えたいと
願い、定期的に確認ミーティングを行っている。

【加茂中学校区ネットワーク】
　学校を含む地域団体で作る『ネットワーク』を構築し、学校支援地域本部はその窓口として
の役割を担っている。
　「学校への支援」を中心に、「学校が地域を支援する」ことへ発展し、さらに、今後は地域住
民の生涯学習ともなる「地域と地域」の絆が強まることを願い、「地域の窓口」としての機能を
果たしている。

【子どもを育む地域フォーラムin加茂中学校区】
　東日本大震災という未曾有の体験から、学校と地域との絆をより強く感じることとなった。

「学校・家庭・地域」の協働が子どもたちの輝く未来に繋がると信じ、平成24年1月にフォー
ラムを開催した。『加茂中学校区ネットワーク』を最大限に活用した行事となり、仙台市内の
他学校区からも参加者があり大成功を収めた。

●児童・生徒は … 学区内にある小・中学校全てに地域住民ボランティアが支援している環境なので、児童・生徒を継続的・安定
的に見守ることが子どもたちの安心感にもつながっている。地域住民が授業に関わることで、子どもたちに良い刺激を与えること
ができる。子どもたちは地域住民の話に興味津々で、授業態度も熱心である。
●学校は … 地域住民が授業に入る前に、担当教員と打ち合わせの時間を設けている。そのひと手間が、良い成果を生んでいる。
ひいては学校への理解につながっている。
●将来は … 地域が学校を支援するだけでなく、生徒たちが地域の行事（防災訓練等）に関わることも多くなってきている。生徒た
ちは地域の一員として地域の仕組みを知り、愛情を受けていると感じる。将来は、地域に力を還元してくれることと思う。

加茂中学校区
学校支援地域本部構成図

郷土料理（ずんだ団子）作り
【虹の丘小学校】

読み聞かせ（道徳の授業）
【加茂中学校】

地域フォーラム「子ども冬祭り」
【加茂小学校】

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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子どもにも大人にも大切な「居場所」作り。
地域のつながりの中で子育て支援・学校支援

わいわいパーク黒松【仙台市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
5人 227人 22年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
3人 17人 222日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

生活科ルーム、余裕教室、校庭等 17年度 あり
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

仙台市立黒松小学校

●基本データ

　平成17年度の放課後子ども教室
開設以降、子ども会育成会や学校、
学校施設開放運営委員会、児童館、
市民センターなど地域の協力をいた
だき、取り組みを継続してきた。
●全校児童対象「わいわいパーク｣	
　月・水・土曜日実施
①自由広場…自由遊び
②学習支援…宿題や自主学習支援
③運動遊びスポーツパーク
④遊び講座…親子幼児参加、地域講師
⑤体育館自由開放…家族や地域へ開放
　土・日曜日の安全な遊び場所
⑥参観日の懇談会託児
⑦自由来室…月～金曜日、登録不要
●１～３年登録「わいわいクラブ｣
　月～金曜日放課後、長期学校休業
日21日以上。児童クラブに登録で
きなかった待機児童の預かり。
●平成22年度の学校支援地域本部
の設置にあたり、教室の組織が核と
なって、地域人材や諸団体、講師ボ
ランティアなど多方面から協力を得
ている。

★卒業生も顔を出す放課後子ども教室。地域の子どもの縦のつながりは永年の活動の成果！
　学校帰りに立ち寄る中学生やボランティアに来る大学生、土日の体育館自由開放に参加す
る中高生、兄弟姉妹で６年まで参加する子どももみられる。児童数の減少をみこし将来的に
は、児童クラブの待機児童の預かりは、異年齢の子どもが自由に集まれる教室を想定してい
る。自由来室は、クラブの子どもたちが友達を誘ったり、日常の家庭生活の延長にあるあそ
びの形を模索する取り組みにもなっている。
★学校支援地域本部の核・子どもの「ななめの関係」づくりの場として 学校・地域の「なくて
はならない存在」に成長した。
　子ども教室のスタッフやボランティアの多くが、学校支援地域本部でもコーディネーター
やボランティアの中心となり活動している。逆に学校支援に参加された方が、子ども教室の
講師やボランティアに加わることも多々ある。子ども教室の人材や人脈を学校へ繋ぐ役割を
担うと同時に、子ども教室と学校支援本部が連携することで、より地域を巻き込んで子ども
への関わりを作り出している。
★毎日の活動後の反省や毎月の事務局会議が定着した形で行われ、スタッフの学びと育成　
につながっている。
　子どもの理解や発達段階、個々への対応、担任の先生からの助言、家庭とのやりとりや、
指導員間の情報交換や伝達事項など、意識の共有をはかる努力を続けている。特に、配慮が
必要な子どもに対しての学校からの指示や助言は、すべての子どもを受け入れるために欠か
せない大きな力になっている。

●子ども教室の枠を越えて…
　地域が中心となって長い目で子どもの成長を見守る活動になってい
る。特に震災後は、地域で子どもを育てる意味と必要性を再認識した。
子どもの豊かな育ちのために、顔がみえる地域作りの視点からも子育て
支援や学校支援へと目的を広げながら、日々の実践を積み上げている。

●自由なボランティアの場、居場所として地域に根付く！
　「私自身が参加して楽しい！｣と語る高齢者、仕事がない日に遊び
に来る父親など、子どもはもちろん人が集まる居場所に変容してき
た教室。学校に子ども教室があることが自然に受け入れられ、地域
と学校を繋ぐひとつの手立てとして、今後も継続して育てていきたい。

好きな時間に参加するボランティア
友達のように会話し遊び、楽しそうに子ども
を見守っている。

地域講師によるペーパークラフト教室
親子や幼児も参加し、異学年が関わり合いながらクラフト
や遊びを楽しんでいる。

土・日曜日の体育館自由開放
「今日は高校生のお兄ちゃん居る～」
「俺も黒松小だったんだよ」

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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特別支援学級・放課後児童クラブ等も含め
全児童対象の楽しい「児童の居場所」

桜木子ども広場／桜木小チャレンジス
クール【さいたま市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 24人 22年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 43人 79日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

多目的室、会議室、生活科室（桜木小学校、桜木公民館） 17年度 あり
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

桜木小学校

●基本データ

　地域の方々の参画を得て、子ども
たちの自主的な学習、スポーツ及び
文化活動等を通して、地域社会の中
で心豊かで健やかに育まれる環境
を確保するため、平成17年度より、
放課後子ども教室の先駆けである

「地域子ども教室」としてスタートし
た。平成22年度には、学校支援地
域本部としてもスタートし、それぞ
れ連携をとって、活動を行っている。
　勉強面（特に英語、英会話）や工作、
読み聞かせ等、多岐にわたり活動を
行っており、頑張りに応じて「あり
がとう！券」がもらえ、それを元に
各学期末にお買い物ごっこを行って
いる。

＜特徴のある活動＞
　　①宿題・絵本の読み聞かせ・リサイクル品を使っての工作（ＣＤでコマ作り・フリスビー  
　　　作りなど）・カルタなど。
　　②おもしろえいごクラブ（1～2年）、Hello English Club（3～6年。会話は全て英語）、
　　　国算コース（国語と算数）と３つのコースに分かれて、それぞれ学習。　

　①及び②を曜日ごとに種目を変えて活動している。また、長期休暇時には、茶道・料理・
習字・地域ボランティアグループによる「フラダンス指導・手品ショー」などの特別な体験活
動も行っている。参加日数に応じて「ありがとう！券・THANK　YOU ！券」が貰え、それ
を元に各学期末には、お買い物ごっこを行っている。勉強面（特に英語・英会話）、工作、読
み聞かせだけでなく、お買い物ごっこや茶道・料理など、多岐に渡る活動が特徴である。

＜幅広いスタッフの充実＞
　安全管理員15人、学習アドバイザー 19人、ボランティア5人の計39名がスタッフとして
登録されている。
　PTA・参加者の保護者・元教員・民生委員・青少年育成地区会・大学生・シルバー人材セ
ンター・地域の団体所属者・放課後児童クラブ指導員など地域に根ざした方が、多方面から
子どもたちを見守っている。

＜放課後子ども教室・学校支援地域本部との連携＞
　当市では、放課後子ども教室を「放課後チャレンジスクール」、学校支援地域本部を「土曜
チャレンジスクール」という名称を使用し、放課後子ども教室を市長部局、学校支援地域本
部を教育委員会というように、二事業で連携し、当該活動を支援している。

＜その他の特徴＞
　特別配慮の必要な児童について、学校職員と話し合いを持っている。
　放課後児童クラブの児童も受け入れ、良好な関係を築いている。

　活動を行っていく上で、学年をこえた友達との関わりや、社会のルールなどが身に付くようになった。また、「○○を下さい。」や「あ
りがとうございます。」といった、挨拶等がきちんと言えるようになり、子どもたちの成長に役立っている。
　また、ボランティアスタッフから「参加している児童（卒業生も）の殆どが、街中でも『放課後の先生だ！！』と、スタッフに声を
かけてくれます。」、「保護者以外の方にも、『いつもご苦労様です』『ありがとうございます』と言われることもあり、面はゆい時が
あります。」等の声が寄せられている。

ありがとう！券・THANK YOU ！券

チャレンジスクール推進事業

国算コース

かるた大会

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

実
行
委
員
会

さいたま土曜チャレンジスクール
※小・中学校（担当 教育委員会）

さいたま放課後チャレンジスクール
※小学校のみ（担当子ども未来局）
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チャレンジスクール推進事業

子どもたちが元気で楽しく遊びまわる場所、
たくさんの選択肢から自由に選ぶ

三橋いきいき広場／三橋小土曜チャレン
ジスクール【さいたま市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 16人 23年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 71人 66日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

校庭、体育館（三橋小学校、三橋児童センター） 18年度 あり
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

三橋小学校

●基本データ

　地域の方々の参画を得て、子ども
たちの自主的な学習、スポーツ及び
文化活動等を通して、地域社会の中
で心豊かで健やかに育まれる環境
を確保するため、平成18年度より、
放課後子ども教室の先駆けである

「地域子ども教室」としてスタートし
た。平成23年度には、学校支援地
域本部としてもスタートし、それぞ
れ連携をとって、活動を行っている。
　また、児童センターとも連携を
取っており、多種多様な遊び道具を
用意し、自由に好きな遊びを選んで
活動を行っている。
　

＜特徴のある活動＞
　校庭では、バドミントン・サッカー・ソフトボール・一輪車・フラフープなどのスポーツ
の他に、竹馬のような昔遊びも行っている。
　また、1回の参加児童数が多いため、同時に児童センターでも活動しており、そこでは、
室内でボール遊びや読書、カプラなどを行っている。そのため、室内遊びの選択肢が多数で
あり、雨の日でも実施する事ができる。
　土曜日には、勉強を中心に、音読やスライム作りなどの工作も毎回企画し、活動を行って
いる。
  誰でも自由に参加でき、勉強や工作などだけでなく多種多様な遊び道具を用意し、自分で
自由に好きな遊びを選んで活動できるところが特徴である。

＜幅広いスタッフの充実＞
　放課後子ども教室のボランティアスタッフが20人、学校支援地域本部のボランティアス
タッフが16人、延べ36人のスタッフが登録されている。
　卒業生の保護者・民生委員・自治会・地元のサッカー少年団・大学生・図書ボランティア・
地域の団体所属者など地域に根ざした方々が、多方面から子どもたちを見守っている。

＜放課後子ども教室・学校支援地域本部との連携＞
　当市では、放課後子ども教室を「放課後チャレンジスクール」、学校支援地域本部を「土曜
チャレンジスクール」という名称を使用し、放課後子ども教室を市長部局、学校支援地域本
部を教育委員会というように、二事業で連携し、当該活動を支援している。

＜その他の特徴＞
　ボランティア（多くは地域のご年配の方）との交流の場になっている。
　放課後児童クラブの児童も受け入れ、良好な関係を築いている。

　子どもたちが自由に選択して遊ぶことで、成長し、社会の中で生活していく手だてを身に付けられるようになった。また、こう
いった活動をすることで、地域のボランティアの方々と子どもたちとの良い交流の場になっている。
　参加している児童からは、「いつも友達と一輪車やフラフープで遊んでいます。」、ボランティアスタッフからは、「子どもたちを
見守る役目ですが、むしろ私たちの方が楽しく遊ばせてもらっています。」、児童の保護者からは、「親がいないところで、子ども
が安全に遊べるのはありがたい。」など様々な声が寄せられている。

野球の練習

どうぶつしょうぎ

一輪車でピース

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

実
行
委
員
会

さいたま土曜チャレンジスクール
※小・中学校（担当 教育委員会）

さいたま土曜チャレンジスクール
※小学校のみ（担当 子ども未来局）
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「子どもの笑顔を真ん中に！」を合い言葉に
地域を挙げた学校支援

新潟市立味方小学校【新潟市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
4人 100人 19年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

新潟市立味方小学校

●基本データ

　地域の学校・公民館・児童館など
の年間行事予定を集約した「地域カ
レンダー」を地域全戸に配布してお
り、地域住民の支援・協力の輪が広
がっている。
　多くのボランティアの協力を得
て、学習の場である「宿題片付け隊」
や、地域が一体となった学校行事を
実施するなど、児童が認めてもらえ
る機会が増した。教職員の協働への
意識の高まりも見られている。

＜支援の輪を広げるコミュニティカレンダー＞
★学校、保育園、公民館、児童館、自治
協などの主要な行事を集約した「味方地
区コミュニティカレンダー」を地域の全
戸に配布。支援の輪を広げている。

＜各ボランティア組織が主体的支援を展開＞
★ボランティアが中心となって、「宿題片づけ隊」
などの自主学習や体験学習など多様なプログラ
ムを展開している。

＜生きがい・やりがい・支え合いを大切に＞
★地域教育コーディネーターが核となり、学校支
援を通して、ボランティア組織「おむすびクラブ」
の活動の充実や住民同士の絆づくりを進めてい
る。
★社会教育施設で活動する地域住民が、ボラン
ティアとしてその成果を還元している。

　「おむすびクラブ」が発足して6年目を迎えた。その間、様々な組織との連携や新組織の発足が進み、平成23年度には運営協議会
が組織された。これを機に、学校への支援体制が一層高まったことを感じる。運営に当たっては、それぞれの団体の独自性を活か
しながらも、協議会を通して連携を図りながら進めている。学校には、絶えず地域の方々が来校し、年間700人に及ぶ。地域の宝
である子どもたちをみんなで育てていこうとする意識が益々高まることを願っている。

運営協議会の様子

おむすびクラブ運営協議会組織

地域の方々と学ぶ子どもたち

※宿題片付け隊は、隔月の水曜の放課後
　２ 時から１時間程度実施される

地域の方から学ぶ文化祭体験教室

※文化祭では、作品展示の他に、地域と一
体となって体験教室、伝統芸能発表、バザー
等が展開される。

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

味方地区コミュにティカレンダー
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学校が元気に！　地域が元気に！　
子どもが元気に！

新潟市立東中野山小学校【新潟市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 192人 19年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 −日 −

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

新潟市立東中野山小学校

●基本データ

　学習ボランティア宅を示した「名
人マップ」を作成し，児童が訪問で
きる仕組みをつくっており，子ども
と地域住民のかかわりが豊かになっ
ている。また、ボランティアのネッ
トワークづくりのため，コーディ
ネーターが住民宅を定期的に訪問し
ている。年間を通した稲作や収穫後
の米粉パン作り，学習支援など，多
岐にわたる活動を行っている。

★自宅ボランティア活動を示した「名人マップ」を作成。子どもたちが訪問して直接ふれあい
を深めている。
★地域教育コーディネーターが定期的にボランティア宅を訪問。ネットワークを広げている。
★ボランティアが学年に応じた学習支援を継続的に行うとともに，「ボランティア会議」を定
期的に開き，子どもたちの成長を語り合っている。
★公民館サークル・老人クラブ・大学生など，多様なボランティアに支えられている。

【地域の名人さんが支援してくださっている主な活動】
学校全体…クラブ活動・英語であそぼ・お茶会・オカリナコンサート・読み聞かせ
１年生…昔の遊び・野菜づくり・校区探検　２年生…校区探検・野菜づくり・体力テスト
３年生…校区探検・野菜づくり・体力テスト　４年生…稲作・エコ活動・紙漉
５年生…稲作・裁縫・算数補助　６年生…裁縫・キャリア教育・算数補助
在宅での支援…料理・着付け・裁縫・囲碁将棋・昔の遊び・習字

【まなびの部屋】　
　学校と地域をつなぐ拠点である。地域教育
コーディネーターが，いつも笑顔で常駐して
いる。また，毎日のように，朝から地域のボ
ランティアさんが来校される。休み時間とも
なると子どもたちでいっぱいになり，裁縫や
折り紙を教えていただいたり，相談に乗って
いただいていたりする姿が見られる。ボラン
ティアさん同士の情報交換や打合せ・反省会
も行う。

　子どもたちから，「学校は輝いています。それは，地域の人たちと一緒に勉強したり、たくさんのことを教えていただけたりす
るおかげだと思います。」という声をよく聞く。この声のとおり、地域の方々は学習支援ボランティアとして、毎日、児童の生活に
かかわってくださっている。平成23年度のボランティア数は1,014名であった。この人数も年々上昇している。『地域の教育力を
子どもたちのために生かしたいと考えている学校』と、『子どもを学校任せにせず、地域も積極的にかかわろうという地域』の考え
が一致している現れである。今後も、地域と学校の双方向の力で、子どもたちをよりよく育てていきたい。

稲作名人さんと一緒に田植え

まなびの部屋へようこそ

お茶会で礼儀を学ぶ

着付け名人さんを訪ねて

名人マップを使って名人さん探し

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域の力を活用して、子どもたちに豊かな
「遊び｣｢学び｣｢体験｣｢交流」の場の提供

小幡北小学校トワイライトスクール
【名古屋市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 32.6人 289日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

プレイルーム、校庭、体育館 10年度 なし
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

小幡北小学校

●基本データ

　定期的に運営連絡会を開催するこ
とで、学校・地域との連携が十分に
図られている。コーディネーターが、
地域人材と地域資源を活用し、地域
で自然体験活動を行っている団体と
連携し、小学生向けのプログラムと
してコーディネートすることで地
域・学校と一体となった取組を継続
的に実施している。

★定期的な運営連絡会の実施により、学校・地域・保護者の豊かな連携が図られている。
★地域のボランティアの力を活用して、豊かな「遊び」「学び」「体験」「交流」の機会が提供され
ている。
★緑地公園に隣接する豊かな自然環境という地域特性を活かして、独自の活動機会を提供し
ている。

【活動内容の特色】
○地域の「ホタルを守る会」が、小学校の北側の小幡緑地公園を地域資源として活用し、長年
にわたって地域をあげて自然保護の活動を行っている。
○地域では、学校の「総合的な学習の時間」の学習支援とともに、トワイライトスクール「ホ
タルまもり隊」への活動支援による「ホタルの里を守ろう」という環境保全活動の取り組みを
平成15年から継続的、積極的に行っている。
○地域団体である名古屋環境塾「ドングリコロコログループ」と連携し、年間３回にわたり、
土曜日に『小幡の森であそぼう』を実施し、子どもたちが自然とふれあいながら自然を守るこ
との大切さを学ぶ機会を提供している。

　「地域の子どもは地域で育てる」という意識のもと、学校という安心・安全が確保されている場所で、学年の異なる子どもたちが
一緒になって思い切り遊び、学ぶことができる場を提供し、日常的な異学年交流や学習習慣の定着化を図っている。
　地域協力員や体験活動講師として地域の方々の協力を得て、日 「々遊び｣･｢学び｣･｢体験｣･｢交流」の豊かな活動が実施されており、
本事業を通して、子どもたちと地域の大人との交流が深まっている。　

地域支援による
｢ホタルまもり隊｣の活動

「ホタルまもり隊」による
環境保全活動

地域の支援による自然体験活動

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域の方と共に
炊き出し体験

「餅つき」体験で
地域の方とのふれあい

地域の支援による防災炊き出し体験

地域の力を活用して、子どもたちに豊かな
「遊び｣｢学び｣｢体験｣｢交流｣｢生活｣の場の提供

金城小学校放課後子どもプランモデル事業
【名古屋市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 39.1人 293日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

プレイルーム、校庭、体育館 11年度 なし
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

金城小学校

●基本データ

　学童保育が解散した地域に、トワ
イライトスクールに改良を加え、学
区のすべての子どもたちの笑顔のた
めにとモデル事業として開設され
た。定期的に運営連絡会を開催する
ことで、学校・地域との連携が十分
に図られている。地域課題やニーズ
をとらえた防災体験や地域ふれあい
イベント、スポーツなど様々な活動
がなされている。

★定期的な運営連絡会の実施により、学校・地域・保護者の豊かな連携が図られている。
★地域のボランティアの力を活用して、豊かな「遊び」「学び」「体験」「交流」「生活」の場が提供
されている。
★家庭的な雰囲気が味わえる豊かな活動と、地域課題やニーズをとらえた工夫した活動機会
の提供が行われている。

【活動内容の特色】
○コーディネーターが地域と学校の多大な協力を得ながら、「学区の全ての子どもたちの笑
顔のために」と、「流しそうめん」「餅つき大会」や「ハイキング」などのアットホームな雰囲気
があふれるイベントを工夫して提供している。
○地域で日ごろから青少年育成にかかわっている方や学区連絡協議会などの団体と連携し、

「防災炊き出し体験」を実施するなど、地域課題やニーズをとらえた工夫した取り組みを行っ
ている。
○地域と連携した防災体験や地域ふれあいイベント、スポーツ体験などの様々な豊かな体験
活動がバランスよく提供されている。

　「地域の子どもは地域で育てる」という意識のもと、学校という安心・安全が確保されている場所で、学年の異なる子どもたちが
一緒になって思い切り遊び、学ぶことができる場を提供し、日常的な異学年交流や学習習慣の定着化を図っている。
　地域協力員や体験活動講師として地域の方々の協力を得て、日 「々遊び｣･｢学び｣･｢体験｣･｢交流」の豊かな活動が実施されており、
本事業を通して、子どもたちと地域の大人との交流が深まっている。　

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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学校運営協議会を核とした地域ぐるみの
学校づくり

新町小学校学校運営協議会【京都市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ － ○ －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
0人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
平成17年5月20日 14人 429人 16学級

新町小学校

●基本データ

　学校運営協議会の設立当初より、
理事会を支える組織である、地域住
民ボランティアを中心とした企画推
進委員会の活動が充実して展開され
ている。文化芸術、校外活動、学力
向上、国際理解、人権福祉、食育、
部活動の７つの分野に分かれ、約
140人の企画推進委員が様々な学校
支援活動に取り組んでいる。

★教職員とボランティア総勢140名が、７つの企画推進委員会のいずれかに所属し、活躍し
ている。
★子供たちと保護者や地域の方とのつながりが深まっているだけでなく、大人の方どうしの
つながりも深まっている。
★「あすなろ」という学校運営協議会便りを発行したり、「出前発表会」と称して各地域で発表
会をしている。
★長期宿泊活動（山の家３泊４日・みさきの家２泊３日）で子どもたちの支援にたくさんの方
が参加してもらっている。

　学校運営協議会の取組を通して，子供たちに本当の意味での「たくましく生きる力」が育ってきた。また子どもと大人との繋がり
が深まっただけでなく，教職員と地域の方々また地域の人同士との繋がりも深まり，新町学区としての結びつきが強く感じられる
ようになった。そして新町小学校や児童に愛着を持っていただいた方が本当に増えたと実感している。

食育企画推進委員会の活動　

パネル作成 

出前発表会

広報紙「あすなろ」

長期宿泊活動「山の家」の支援

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

地域の方と共に
炊き出し体験
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自学自習の学習習慣の定着！　
工作や手芸などの特別活動も実施！

神川小学校放課後まなび教室【京都市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ ○ －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 43.2人 177日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

京都市立神川小学校図書室 20年度 あり
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
平成20年3月24日 11人 747人 26学級

神川小学校

●基本データ

　宿題の後プリント学習に取り組む
など、自主学習を中心とし、夏季休
業中には工作や手芸なども行い、楽
しく活動している。スタッフ会議を
月１回開催し、教室の運営や子ども
の状況について共有を図っている。
学校の教員も日常的に教室の活動に
参加するなど、学校との連携も図ら
れている。

★学校教育目標をもとに、「放課後まなび教室」の活動目標を設定している。
★スタッフが心を一つにして活動できるよう月に１回スタッフ会議を開催している。
★学校敷地内にある児童館とも連携している。
★月ごとの学習目標、年間計画を立てて取り組んでいる。
★宿題などの学習支援のみならず、工作や紙芝居など子どもたちが楽しめるような活動を工
夫している。

・基礎的・基本的な知識・技能の習得や自学自習による学習習慣の定着が図れた。
・工作や手芸などの工夫した特別活動を通して，学習意欲の向上や豊かな心の育成に取り組めた。

宿題・プリント学習 保護者宛ての「たより」を発行

ハンカチ染め スタッフから子どもたちに贈られる
「がんばり賞」

年間活動計画

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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伸び伸びと楽しく活動する
「いきいき」を求めて

高津小学校「いきいき」活動【大阪市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
2人 35人 293日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

グラウンド、体育館、余裕教室（大阪市立高津小学校） 5年度 なし
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

高津小学校

●基本データ

　黒門市場での魚さばきの見学、学
校と連携した三味線体験など活動メ
ニューが充実しており、学校だけで
なくPTA、地域で参加の呼びかけを
行ったり、実行委員会に地域の団体
も参加し、年間の活動計画づくりに
関わるなど、学校・保護者・地域が
連携した活動を展開している。また、
児童の意見を取り入れて活動内容を
工夫している。

特色ある取り組み
・週1回のゲートボール教室
・文楽、三味線体験(学校との連携)
・特別プログラム			 
　魚さばきなど黒門市場見学
・子どもの意見を入れた活動
・多彩な室内活動と集団活動　　　
　　　　　　			 
				  
	

★日本の伝統芸能のひとつである「文楽」を体験活動として取り入れ広めている。
★豊かな集団活動を通じて、異なる学年児童同士の交流が密接となりコミュニケーションが
活発化している。
★地域ボランティアである「いきいきパートナー」の支援・交流の輪が拡大・継続している。
★教職員といきいき指導員との日常的な連携が指導に活かされている。

　どちらかと言えば小規模校に属する学校だが、継続して参加する児童が多い。「いきいき」の時間になると、にこにこと笑いなが
らたくさんの児童が固まりでやってくる。運営する指導員の創意工夫により、行事の充実だけでなく、集団として良好な人間関係
づくりができている。また、地域・学校・保護者との連携が密で、何かにつけ連絡し合い情報を交換しながら取り組みを進めてお
り、それが児童の健全育成につながっている。地域の方々も「いきいき」に対して非常に協力的であり、地域に定着している。

紙細工による作品づくり

木工細工による作品づくり

地域の人によるゲートボール教室

夢中になってサッカーを！
人気の一輪車

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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「楽しくすごす」いきいき活動をめざして

五条小学校「いきいき」活動【大阪市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
3人 65人 293日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

グラウンド、体育館、余裕教室（大阪市立五条小学校） 7年度 なし
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

五条小学校

●基本データ

　将棋や手芸、七夕祭りなど、地域
の支援を受けた活動が行われてい
る。これらの活動の中で、将棋連盟
や図書館、警察署等の地域の団体と
の連携により、幅広い人とのつなが
りができている。また、毎年参加し
ている作品展に向け、それぞれの子
どもが分担して一つの作品を仕上げ
ていく活動を行っている。

★地域の「女性会」をはじめ多様なボランティアが参加し活気のある「いきいき」となってい
る。
★「作品展」を目標として、児童の創意工夫が活かされた活動が行われている。
★「七夕の集い」など地域と連携した多様な集い・イベント活動が充実し、相互の繋がりが深
まっている。
★地域図書館・警察署等の地域の団体との連携・支援も年々拡大している。

  年間活動内容

　「いきいき」活動の時間は、子ども達の放課後の時間を保障するだけでなく、望ましい態度の育成や、健全育成にむけた内容に重
点をおいた取り組みになっている。とりわけ、これまでの実績や伝統を生かしながら、活動内容に工夫を凝らすとともに、地域の
諸団体などの協力を最大限に活用した活動を展開している。
　子ども達と地域の人々とのふれあいのなかで、豊かな心や思いやりの心、感謝のこころが育ってきていることが大きな成果であ
る。

盆踊りの練習 楽しい花植え

作品展の制作

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域の伝統産業を活かすなど
保護者、地域の方の多様な学校支援！

堺市立錦西小学校【堺市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ － － ○

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

錦西小学校

●基本データ

　「堺・地域コミュニティ学校推進
事業」で「学校運営委員会」が組織さ
れ、コーディネーターが調整役とな
り、従来個別に行われてきた支援活
動を結びつけながら、多様な学校支
援活動を展開している。また、地域
の人々が学校への支援を契機として
結びつき、学校が地域コミュニティ
の場となっている。
①聞かせ亭：本の読み聞かせ
②かじやクラブと
　金属アートクラブ
③サポーターズクラブ：
　校庭の「芝生化の推進」と芝生の上
での「グリーンコンサート」、「ペッ
トボトルロケットを飛ばそう大会」、

「学校に泊まろう」など
④咲かせ亭、美緑委員会：
　花や緑の環境づくり
⑤スクラムボランティア：
　登下校時の安全の見守り
⑥マイスタディ：
　放課後の学習のサポート

<特徴的な活動内容>
　包丁と言えば「堺」。堺打刃物の製作で有名な校区で、子どもが「包丁」づくりをするなど、
地域の伝統産業を活用した支援を受けている。刃物製作所の「親方」（子どもたちは、そう呼
んでいる）による、「包丁」製作の指導は、12年間続いている。年間10回の活動は、すべて
製作所に通い、親方の皆さんは、毎回、自分の仕事を止めて、指導にあたってくださってい
る。２月には、自分の名前を彫った堺包丁が完成し、子どもの一生の宝となる。また、金属
アートクラブでは、子どもが、ランプ、モビール、蜀台などを製作している。

<実践に当たっての工夫>
　学校が地域から支援を受けるだけでなく、学校が地域に貢献する活動にも取り組んでいる。
例えば、「堺市立町家歴史館　山口家住宅」や「堺伝統産業会館」の見学者を、子どもが、打刃
物の作業場へ案内する。子どもは、このボランティア活動の中で、見学者に、自分の体験を
語り、堺の打刃物の素晴らしさを伝えている。他にも、子どもが、特別養護老人ホームでペー
プサートを見せたり、保育所で紙芝居をするなどの活動にも取り組んでいる。

　学校を支援する各グループが、目的と情報を共有し、互いの活動内容を知ることで、各グループ間の連携が強化され、学校の教
育活動、特に学校行事などの充実が実現した。子どもたちは地域や地域伝統産業についての理解が深まり、地域の人々は学校への
支援を契機として結びつき、学校が地域コミュニティの場となった。

「聞かせ亭」

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

組織図

「かじやクラブ」 「サポーターズクラブ」
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地域ボランティアの協力を得て児童館で
放課後子ども教室を開設

仁井田放課後子ども教室【秋田市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
2人 61人 293日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

仁井田児童館 19年度 なし
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

仁井田小学校

●基本データ

　秋田市では、児童館、児童セン
ター、小学校の余裕教室等を活用し
て、全小学校区での放課後子ども教
室の開設を目指している。
　仁井田児童館を活用し平成19年
に開設、開設時間は平日は学校終業
後から午後６時30分まで、土曜日
や長期休業期間は午前８時30分か
ら午後６時30分までとし、年間約
290日の開設となっている。
　地域ボランティア団体等の協力を
得て、様々な体験、交流ができる子
どもたちの安心で安全な居場所と
なっている。

　児童館が学校に隣接していることで、低学年や留守家庭の利用児童が多く、放課後の安心
安全な居場所として定着している。
　児童館職員が安全管理員を兼務している。
　児童館職員が学校に赴き学校行事の情報を得て開館時間を変更したり、月１回発行の広報
紙を学校を通じて全児童に配布するなど学校と連携をしている。
　児童館で開設していることで施設を占有できるため、集会室での自主学習や、遊戯室での
ボールを使った自由遊び、図書室での読書など子どもたちの自主的な活動ができている。
　地域のボランティア団体が、週１回の図書の貸し出し、月１回の読み聞かせやお茶会のほ
か、豆まき、カルタ、もちつきなどの季節の行事を継続して開催している。また、参加児童
が多い行事の開催時には、地域のボランティア団体が運営に協力しているほか、長期休業
期間の保育園児を招いた地域交流や地域住民を招いてニュースポーツなどを通じた交流も
行っている。

○放課後の子どもの安全で安心な居場所が確保されるとともに、異学年や地域の大人との交流を通じて子どもたちが地域社会の中
で健やかに育まれる環境づくりができる。						    
○児童館で開設することで施設の有効活用ができるほか、保育士や教員免許等をもった安全管理員を配置できる。

カレーパーティー

読み聞かせ

オリジナル雪中カルタ

もちつき

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域の教育力を学校の支援に！
できることから無理なく･長く･楽しく続ける学校支援

郡山市西田地区学校支援地域づくり
【郡山市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 113人 21年度 なし

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

西田中、高野小、鬼生田小、三町目小、
根木屋小、大田小

●基本データ

　平成21年度から２年間文部科学
省委託事業「学校支援地域本部事業」
として進め、平成23年度は市独自
の事業として、平成24年度は公民
館が主体となり進めている。コー
ディネーターが、各学校の実態を把
握し、学校のニーズに応じた地域ボ
ランティアの配置を行い、「できる
ことから無理なく・長く・楽しく続
けるために」を合い言葉に活動して
いる。現在は、地域が主体的に進め
ることができる事業として定着し、
他の地域の先行モデルとなってい
る。小学校では、図書館の読書環境
づくりや本の整理を中心に取組み、
各学校の図書館が明るく使いやすく
整備され、読み聞かせ等により本を
読む児童が着実に増加している。ま
た、中学校では、教員ＯＢによる放
課後を利用した英語の学習により、
英語力が向上するとともにわかる喜
びを味わうことができたため、他教
科の学習や進路実現にも効果が現れ
ている。

　4人でスタートした本事業は、地域コーディネーター・公民館が中心となって地域の様々
な団体との連携を実現させ、現在ではボランティア数が113人に増えた。学校の活動が充実
するとともに、学校支援を行っているボランティアもそれを生きがいに感じるなど、双方に
とって有益な取組となっている。
　国の委託事業として開始したが、現在では、地域単独の取組として継続している。

★全体を統括するコーディネーターを中心に、地域のボランティアの横の連携が図られ、校
区を超えた支援を行っている。
★学校図書館の整備・読み聞かせを核として、学校のニーズに応じた５つの支援（学習支援、
部活動支援、図書館支援・環境整備・見守り隊）を展開し、地域の教育力を学校の支援に生
かしている。
★公民館で学習する地域住民は、ボランティアとしてその成果を学校に還元している。また、
よりよい支援ができるよう、現在も研修会や情報交換を継続している。
★補助に頼らない独自の取組として活動を継続した結果、ボランティアにも生きがいが生ま
れてる。

①見守り隊を実施しているボランティアは、「毎朝、子どもたちから元気のよいあいさつをもらえることや、○○さんは今日は来
ないのですかなどと気遣ってくれることが、うれしくやりがいがある」と話している。また、多くのボランティアは、子どものた
めに役に立ちたい、学校に喜んでもらっているという感想を持っている。このことが、ボランティアの活動意欲につながっている。
②コーディネーターと公民館の協力体制が確立され、ボランティア同士の横の連携もスムーズに図られた。
③児童生徒が、地域の方がボランティアとして生き生きと活動している姿を日常的に見ることは、人の役に立つ喜びなどの勤労観
や職業意識の育成につながるものである。（キャリア教育の一翼を担う）

 見守り隊による安全指導

読み聞かせ

放課後の英語学習

図書館の整備

昔遊び

通学路の整備

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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支える、見守る地域の力！外部コーディネー
ターがつなぐボランティア活動

前橋市立大胡東小学校学校支援センター
【前橋市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
3人 60人 22年度 なし

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

前橋市立大胡東小学校

●基本データ

　 開校９年目を迎えた本校は、開
校以来、地域に根ざす開かれた学校
づくりを目指し、学校の様々な活動
で地域のボランティアに協力を得る
など、地域の教育力を生かしてきた。
　22年度からは、学校とボランティ
アのつなぎ役であるコーディネー
ターを地域の方に委嘱して、学校支
援センターの組織をより充実させ
た。コーディネーターは、各領域「図
書、寺子屋（放課後の自主学習）、学
習支援、安全」において、役割を分
担して調整役を果たしている。学校
が支援を必要とする際にはコーディ
ネーターに連絡し、コーディネー
ターがボランティアの方々へ学校支
援センター用の携帯電話のメールに
より一斉送信して支援者を募ってい
る。
　また、公民館主体の子どもわくわ
く活動実行委員会と連携した「昔遊
び」や「わくわく遊び場　夏の学び舎
絵画教室」も実施している。

＜活動の特徴＞
　本校では、学校行事や学年での学習支援など様々な分野で、登録ボランティア・学年保護
者ボランティア・地域ボランティアと連携し、児童への支援活動を充実させている。学校支
援の際には、３人のコーディネーターが役割を分担して調整役を努めるとともに、それぞれ
の領域にも中核となるリーダーがおり、組織的な活動が行われている。
　急な支援依頼に対応し登録ボランティアと連絡調整を行う際や、危機管理対策として地域
の方々の協力を必要とする際などにメールを有効活用している。登下校の安全、本の読み聞
かせ、寺子屋（放課後の自主学習）、校内外の行事の支援等、予定に沿って行うものもあれば、
必要なときに随時支援をしていただくこともあり、いろいろな活動で地域に支えられ、見守
られている。

　本校は、開校当初から地域の様々な方々に支えられて教育活動を繰り広げていた土壌がある。今後も継続していくためには、「子
どもたちをみんなで育てたい」というボランティアの方々の思いと、子どもたちと職員のふれあいの中で、学校支援活動が無理な
く行われることが必要である。

【1年生　下校の見守り】 【読書月間】　

【ボランティアの協力をえて実施した
体力テスト】　

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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交流を通して地域の人々の思いや
願いを知り、本物の「人・もの・文化」を学ぶ。

高崎市立箕輪小学校学校支援センター
【高崎市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
0人 364人 19年度 なし

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

箕輪小学校

●基本データ

　学校の職員がコーディネーターと
なり、活動ごとに地域団体の方にボ
ランティアリーダーをお願いし、そ
のサポートのもとで学校支援を展開
している。学校の教科（ふるさと発
見学習）と連動し、地域の特産や伝
統文化など、地域に根ざした学習支
援活動を行っている。

★「ふるさと発見学習」として地域の自然や伝統文化を生かした活動をたくさんしている。
★学習成果を地域行事で発表。地域行事にも積極的に参加している。
★地域団体の代表にボランティアリーダーをお願いし、計画段階から綿密に連携している。
★学校職員がコーディネーターであるため、地域とのつながりをより深められるよう努めて
いる。

　地域の人との交流で、地域の行事に興味をもち、見学や参加する児童が増えた。伝統芸能や産業に気づき、伝えていきたいとい
う気持ちをもつ児童が増えた。児童の学びを作り上げることが、同時に教師自身の学びにつながり、地域をより知ることにつなが
り、地域との結びつきの上で児童の理解が深まり、自身のふるさとや郷土日本を思うことにもつながった。家庭や保護者も、子ど
もたちを通じて地域のことに目を向ける機会が増えた。保護者の感想にも、「ずっと箕郷に住んでいるが、残したいもの伝えたい
ものを改めて実感させてもらった」など、ふるさと箕郷への意識が高まったことがうかがえた。

蛍養殖池へののカワニナ放流（4年）

かまどでご飯炊き（5，6年）

みさと探検隊（4年）

梅干しづくり（3年）

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域の力が注がれる学校をめざして 
～新しい風が吹く学校～

西南部中学校支援地域本部【金沢市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 101人 21年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

西南部中学校

●基本データ

　本校は、県内一の大規模な中学校
である。中学校支援として、学習、
部活動、環境整備などの分野で行
い、地域と学校の協力体制がバラン
スよく構築されている。特に、学生
ボランティアによる支援が充実して
おり、学習支援では、定期テスト前
の補充教室、３年入試前の補充教室
を実施している。また、部活動支援
では、月２回程度の指導を受けてい
る。

＜特徴的な活動内容＞
★大学との連携が進み、部活動、学習、環境整備(花壇・図書館整備など)に、幅広く大学生と、
加えて地域ボランティアが関わっている。
★生徒会活動のエコキャップ回収を、多数の地域事業所に呼びかけ、回収作業など、生徒と
地域のつながりが強まっている。
★キャリア教育で、地域の企業や講師とのふれあいが、生きた学習環境を作る。
★地域教育協議会では、年間を通して、人材や事業所紹介、効果的な広報の仕方など話し合っ
ている。

＜実践に当たっての工夫＞
○学生ボランティアの募集は、活動予定記載の案内を大学へ提示する事で、より応募がし易
くなる。また、継続した学生の受入は、大学の理解を得ている。
○活動の確実な実践を積み重ねることは、教職員からの理解を増している。
○部活動支援では、怪我・事故の防止や技術の伝授につながる活動に向けて、事前に時間を
取り打合せる事で、ボランティア能力が指導に発揮される。

＜その他の特徴＞
　コーディネーターはボランティア募集や活動内容・日時調整・活動準備・担当者打合せ等
のほか、地域連携に関係する学習への支援として、学年担当者と打ち合わせや係分担を行い、
講師や事業所の発掘にあたる。

　学生・地域・社会人ボランティアと生徒との出会いや関わりは、学校に新しい風を吹かせている。部活動支援では、実践による
スポーツへの理解、技術への向上心、関心の高まりなどの活性化が図られている。
　◆先生より－事業所で挨拶やお礼を述べることは、社会性を学ぶ良い機会になっている。
　◆生徒より－部活動での学生との練習を楽しみにしている。
　◆学生より－子どもを理解する勉強になり、自身を振り返る機会となっている。

野球部支援

プール掃除

花壇整備

柔道部支援

学習支援

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域ぐるみで子どもをはぐくむ長森南　
～安全で快適な教育環境の実現～

長森南小学校運営協議会【岐阜市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ － ○ －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
平成21年4月1日 17人 828人 25学級

岐阜市立長森南小学校

●基本データ

・学校運営協議会の下、支援推進委
員会が組織され、安全部会、学習支
援部会、事業部会、クラブ活動部会
の４分野で活動している。
・ボランティアの組織が充実してい
る。年間延べ1,500人のボランティ
アの参加、協力を得て、学校(地域)
行事や教科等の学習活動を行ってい
る。
　なかでも、文化の日に開催され
る学校行事「夢生き生き文化フェス
ティバル」では、20の体験講座を設
け、児童、中学生、高校生、保護者、
地域の方の心温まるふれあいを生み
出している。
　参加団体は、消防団、高齢者クラ
ブ、体育振興会などの20の各種団
体であり、「竹馬作り」「茶道」「昔の
遊び」「エコクラフト」「水墨画」「おも
しろ科学実験」などの活動が行われ
た。

【学校支援ボランティアの活躍】
・学校行事やPTA活動、地域行事への参画の他、教
科や総合的な学習の時間等でも協力を得ている。
今年度は、学習サポーターの拡充を図っており、
その一環として、４年生が、公民館コーラスクラ
ブの皆様から、教材「ごんぎつね」の朗読と歌を聴
かせてもらった。
・各種団体が、学校行事、地域行事に積極的に参画
し、児童とふれ合い、健全育成に努めている。

【児童の安全を守る】
・防災体制、防災マニュアル、緊急下校の仕方を協議、改善するなど、防災教育に力を入れ
ている。今年度は、改善したマニュアルに従って、６月に緊急下校引き渡し訓練を実施した。
828名の児童をスムーズに引き渡せ、改善策の実効性が確認できた。
・子どもの安心・安全を確保するために、地域環境の調査・点検、見守り隊の活動等が充実
している。地域環境の整備として、各種団体の働きかけにより、路側帯の真ん中にある電柱
の移設、横断歩道の移動等が予定されている。

【その他】
　「かがやき５項目」を策定し、　

「児童が学校でできることは地域で
もできるように!」という願いのも
と、各種団体の指導者も共通の項
目で指導にあたることができるよ
う、スポーツ少年団や長森南文化
クラブなど14の団体に依頼した。

　【かがやき５項目】
　　◎挨拶やマナー、社会のルールなどを身に付ける。
　　◎相手や場に応じた、きちんとした言葉遣いをする。
　　◎学校でも地域でも、集まったら静かに話を聞く。
　　◎自分の思いや考えを、ものおじせず、はっきり話す。
　　◎悪口を言ったり意地悪をしたりしないで、多くの人と仲良くする。

○防災体制が大きく改善された。「かがやき５項目」を策定し、「地域ぐるみで」という意識が一層高まった。
○学校の教育環境が充実するとともに、校区の地域環境も改善、整備され、安全性が高まった。
○中学生、高校生、保護者、地域住民ボランティアの積極的な参画があり、学校支援活動が充実してきた。
○学校運営協議会で何を話し合うかが重要。今後も、年間テーマ（例:防災、教育環境等）を決めて協議する。
●共通実践項目「かがやき５項目」の策定にあるように、児童が学校や地域でさらに輝くように今後も実践を深めていく。

飛行機作りと軽スポーツの様子
「夢生き生き文化フェスティバル」

コーラスクラブの朗読

児童の安心・安全の確保

「かがやき５項目」を各種団体に依頼

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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「地域の子どもは地域で育てる！」
中学校区一丸となっての取組。

三笠中学校区地域教育協議会【奈良市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
18人 559人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

三笠中学校・椿井小・大宮小・大安寺西小・
佐保川小・大宮幼・大安寺西幼

●基本データ

　RVPDCAサイクル（把握・展望・
計画・実践・評価・改善）のもと、
課題や方向性を明確にした取組を展
開。具体的には、地域の実態把握の
ためのニーズ調査、これを踏まえた
大人と子どもによる「子ども未来会
議」を開催し、育てたい子ども像を
明確にしながら、協働の意欲を高め
ている。

★協議会会長と総合コーディネー
ター及び教職員との緊密な連携と協
働体制を構築。
★大人と子どもによる「子ども未来
会議」を通し、子どもの意見を反映
した「ノーテレビデー・ノーゲーム
デー」「ドッチボール大会」など校区
全体の取組の実施。
★地域教育協議会が実施する事業
に、中学生が積極的に運営に協力。
★三笠は一つを合言葉に、「三笠ま
ほろば文化祭」を開催し、地域コミュ
ニティづくりを目指している。

<特徴的な活動内容>
　「地域の子どもは地域で育てる」を合言葉
に、地域ぐるみで子どもを育てることを柱と
している。地域の教育力の向上と地域の活性
化を図るため、様々な活動を行っている。

【特徴的な活動内容】
<なら三笠まほろば文化祭>
　校区の誇りと一体感を高めたいというねら
いのもと「三笠はひとつ、三笠はならのまほ
ろば」をスローガンに掲げ、校区の保育園・
幼稚園・小学校・中学校の子どもたちと地域
住民が一堂に会した。平成22年度より始め、
２年目になる。子どもたちや地域の方々の発表を織り交ぜながら進めた。出演園児・児童・
生徒は約350名。総入場者は1000名近くにのぼる。また、運営には裏方スタッフが約120
名協力いただいている。
　地域教育協議会の各校園・地域諸団体が取り組む本事業が、地域の誇りと一体感を感じさ
せる新たなる校区の伝統事業と定着するよう活動を続けていきたい。

<子ども未来会議>
　この事業も２年目になる。「世代をつなぐ地域づくりのために」をテーマとして、「同時代を
生きる人として、地域の子どもたちと大人が出会い、両方の視点から子どもたちの夢や希望・
未来について語り合い、すべての世代がつながり、子どもたちの夢や希望・未来が広がる地

域づくりを考える。」を目的として開催している。
　第2回は、「ノーテレビデ―、ノーゲームデー、子どもたちを光輝
かせるか」と題し行った。中学校区で、毎月3日と17日に取り組ま
れている「ノーテレビデ―、ノーゲームデー」をテーマとして、ワー
クショップと総括講演が行われた。ワークショップでは、4つの小
学校区ごとに、小学生・中学生・大人の代表者が意見交換した。テ
レビやゲームなどの機械が、人を個に分断する原因になっているこ
とや、家族の会話のための時間づくり、家の中でのルールづくりの
きっかけになったなどの意見が出た。また、この取組をきっかけに、
うちの子がお手伝いしてくれるようになったとの保護者の喜びの声
もあがっていた。

　地域教育協議会の活動は、未来を担う子どもたちの成長や学校教育に対して関心の高いコーディネーターたちの献身的な努力に
より、軌道に乗りつつある。今後は、さらなる機動的な組織づくりのために、学校教職員の意識改革及び幼・小・中間の双方向の
連絡体制の整備が必要である。また、地域住民に「地域教育協議会」の知名度を高め、住民参加や協働の必要性を浸透させること、
そして、担い手の発掘・育成・拡大が喫緊の課題である。

奈良まほろば文化祭（会場の様子）

子ども未来会議（会場の様子）

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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公民館長が地域コーディネーター！地域と
学校の架け橋となり、充実した活動を展開！

一ツ橋中学校ぱーとなー本部【福山市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
3人 60人 23年度 なし

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

一ツ橋中学校

●基本データ

　学校と地域相互のニーズを把握
し、双方向の支援活動を通して、住
みよいまちづくり・開かれた学校づ
くりを目指している。ボランティア
の経験を活かした、多面的な支援に
よる教育内容の充実とともに、町内
清掃や花の植え付けなど、生徒の地
域への社会貢献も実施している。そ
のことにより、生徒の自己肯定感も
高まっている。

★中学校区の小学生、地域の方とともに創り上げる行事・活
動で、生徒の規範意識・自己肯定感やコミュニケーション能
力が高まっている。
★地域クリーンアップ活動、校内の花壇づくりで気持ちのい
い町づくりを目指していいる。
★地域ボランティアによる校内の環境整備、太鼓部・吹奏楽
部・準備片付けボランティアによる地域の夏・秋祭り参加等、
双方向の支援活動を行っている。
★中学校内の３公民館長が地域コーディネーター！地域と学
校の架け橋となっている。

　学校や地域社会づくりに貢献することを目的にした計画的・継続的な活動を行った結果，生徒の自己肯定感が高くなってきた。
　また，規範意識も高まり，落ち着いた環境の中で学習活動を行っている。
◇広島県「基礎・基本」定着状況調査における生徒質問紙調査　Ｈ22→Ｈ24
　「自分にはよいところがある」52.5％→74.0％　「自分のよさは周りの人から認めらている」33.6％→56.0％

ボランティアによる「校内駅伝・マラソン大会」での
炊き出し

スイーツづくり体験講座

地域の方の協力でぱーとなー花壇づくり。
気持ちのいい環境ができた。

小学生，地域の方々といっしょに中学校区内を一斉清掃！

地域クリーンアップ活動への参加を
地域へ呼びかけるチラシ

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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地域とともに、笑顔の居場所づくり

久枝放課後子ども教室【松山市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
2人 30人 212日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

松山市立久枝小学校 17年度 あり
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

久枝小学校

●基本データ

＜教室の実施場所＞
主に久枝小学校

＜教室の開催日＞			
毎週月～金曜日：下校時～ 17時	
毎週土曜日：９時半～ 11時半　	
長期休業中：午前もしくは午後
	
＜参加対象者＞
久枝小学校児童　１～６年生

＜主な活動内容＞		
・宿題や算数プリント教材を使った
学習活動
・遊びの要素を取り入れた自由活動
・地域の高齢者と子どもの交流活動

・近年、日本の子どもたちから失われてきたといわれる三つの「間（時間・空間・仲間）」子どもたちが健全に育つためのこの「間」を
埋めてくれるのが「放課後子ども教室」である。実際、活動している子どもたちを見て、かつて私たちが過ごした「時間・空間・仲間」
を彷彿させてくれる。（松山市立久枝小学校）
・子どもの安全な遊び場となり、また、地域のボランティアの方に楽しい時間を過ごさせていただき感謝している。（参加者の保護者）

上手に作れたかな！？

工作教室の様子

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

<活動のキーワード>　高齢者　つながり　安全安心

★高齢者　・・・子どもとふれあう機会を毎週月・金曜日に設ける。
★つながり・・・卒業生のピアノコンサートを通じ、つながりを持ち続ける。
★安全安心・・・スタッフ会議を通じて、様々な危機管理対策。

　スタッフの声

・ひとりっ子や年の離れた兄姉がいる子が多く、教室の存在意義を感じる。
・おじいさんおばあさんの来てくれる日を心待ちにしている子どもも多い。
・趣味の木工で玩具や紙飛行機を作り提供してくれたり、子ども教室を気にかけてくれたり、
何より楽しんでくれていることがありがたくすばらしいと思う。スタッフの言うことは聞か
ない子も、おじいさんの言うことは素直に聞き入れる。そんな関係を大事にしたい。

　 高齢者の声

・普段の生活から、「子ども教室で作ると子どもが喜ぶかな」と参考になることがないか自然
に心掛けるようになった。
・子ども教室に行くのが楽しみで、子どもたちにパワーをもらっている。
・将棋やゲームをするとき、子どもが勝つとすごく喜んで報告に来るのが嬉しい。
・新しいことを試みるとき「どうしたら興味を持つかな」と考えるのが楽しい。
・子ども教室は、新たなライフワークとして欠かせない。

高齢者との交流活動
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合言葉は「子どもは地域の宝」！多様なボラン
ティアと活動メニューによる学校支援活動

パルキッズ草野【久留米市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
3人 85人 20年度 なし

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

草野小学校

●基本データ

　コミュニティセンターと連携し、
多くの地域住民と久留米大学の学生
ボランティアの協力を得て、学校支
援を行っている。毎週水曜日の放課
後は、学生ボランティアによるス
ポーツ・遊びを中心とした活動を
行っている。また、月２回の土曜日
は、主に地域人材を講師として「学
ぶ・作る・遊ぶ」を中心に多種多様
な体験活動を用意し、子ども達に提
供している。

★コミュニティセンターを核とし、年間50回以上の学校支援活動を計画・実施し、地域づ
くりの一役を担っている。

★コミュニティセンター、老人クラブ、地域の方、PTA、大学生等、多様なボランティアに
支えられている。

★高齢者が多い地域に、学生ボランティア等の活動的な企画内容が加わり、地域の教育力が
活性化している。

★学校通信やコミュニティセンター通信で広報することで、学校と家庭･地域の連携を深め
るとともに､ 家庭教育にも貢献している。

　多様なボランティアによる豊富な活動メニューと、年間50回を超す活動で、子ども達の参加者も２年間で２倍に急増する等、
事業の活性化につながるとともに、高齢者が大半を占める地域の活性化、教育力の向上になっている。さらに、これらの学校支援
活動を学校通信やコミュニティセンター通信等で広報することで、担当ボランティアに協力する地域の方も増え、地域による学校
支援の気運が高まってきている。事業後の子ども達の会話や日記には「大学生と一緒に遊んだり、土曜日にいろいろな体験でみん
なと協力したりするのが楽しい。来年もぜひ参加したい｡」といった来年度の活動内容を期待する声も多い｡

【パルキッズ募集のチラシ】

久留米大学キャンパス訪問
担当　久留米大学学生ボランティア

きなこ作り・もちつき大会
担当　草野小PTA

草野町めぐり
担当　まちづくり振興会

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）

◆卑弥呼もびっくり勾玉づくり		
◆グランドゴルフ､ ドッジボール			 
◆新体操「アジャタ」				  
◆親子クッキング教室(パン作り)			 
◆消防署見学・体験教室				  
◆パソコン教室					   
◆ディキャンプ(素麺流し･川遊び)			 
◆バレーボール					   
◆スケート教室					   
◆絵手紙作り					   
◆昔遊び(竹細工)		  等		

多様な活動メニュー
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未来を担う子どもたちを地域で育てる
学校支援ボランティア

武岡小学校地域本部【鹿児島市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 196人 20年度 あり

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

武岡小学校

●基本データ

　鹿児島市においては、昭和48年
から全小学校区を単位として、学校・
町内会・各種社会教育関係団体等の
代表から組織されている校区公民館
運営審議会が設置され、これまでに
青少年の健全育成や校区民の生涯学
習のための事業を実施し、大きな成
果をあげてきた。そこで、本組織を
地域教育協議会に指定し、「地域の
教育力」を生かした本市独自の地域
ぐるみによる「学校支援ボランティ
ア事業」を推進してきた。
　武岡小学校地域本部においても、
学校と地域が連携しながら、校内ス
ケッチ大会での地域の絵画グループ
や美術専攻の学生による指導、学習
支援など多岐にわたる活動を実施し
ている。特に、算数では同じ学級に
同じボランティアが、年間を通して
支援に当たっている。子どもと教員
の向き合う時間が拡充されるととも
に、地域の教育力の向上にもつな
がっている。　

<特徴的な活動内容>
★　広報やボランティア募集のため、コーディネーター室を学校敷地内にある校区公民館に

置いている。
★　算数では、同じ学年・学級に同じボランティアが週１～２時間、年間を通して学習支援

を行っている。
★　資格や経験を問わない誰にでもできる支援のほか、専門的な知識や技能を生かした支援

も行っている。
★　担任不在の職員朝会（月・水・金の10分間）時には、保護者が読み聞かせボランティア

を行い、児童の安全確保にも役立っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

○　学校の教育活動に変化、潤い、緊張感をもたらし、活気ある学習環境づくりに効果をあげている。
○　ボランティアの協力を得られることで、教職員と子どもたちと向き合う時間が確保され、さらにきめ細かな指導へと役立って

いる。
○　地域住民にとっては、教室へ気軽に入り、知識や技能を伝達することで、学習や経験を生かす場となり、学校を身近な場と感

じる機会となっている。また、あいさつや言葉かけなどが促進され、地域住民と子どもとの交流が深まっている。

算数科少人数学習での支援の様子

環境整備(花の仮植）の様子

総合的な学習の時間（昔遊び）の様子

ボランティア募集チラシ

こんな
活動です!!

活 動 名

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

※H23年度の実績（補助の有無についてはH24年度の状況）
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参考
   資料
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参考
   資料
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参考
   資料
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優れた「地域による学校支援活動」推進にかかる文部科学大臣表彰要項
平成23年３月２日
文部科学大臣決定

１　趣　　旨
　この要項は、未来を担う子どもたちを健やかに育むために、学校、家庭、地域が連携協力し、社会全体の教育力の向上に向けた取組の一
層の推進を図ることを目的に、地域全体で学校や子どもたちの教育活動を支援する活動（以下「地域による学校支援活動」という。）のうち、
その内容が特に優れ、他の模範と認められるものに対し、その功績をたたえ文部科学大臣が行う表彰に関して必要な事項を定めることを目
的とする。

２　表彰の対象
　表彰は、「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」での教育方針に基づいた「地域による学校支援活動」や、「学校支援地域本部」及
び「放課後子ども教室」等における「地域による学校支援活動」のうち、その内容が他の活動と比して特に優れ、他の模範と認められるものに
対して行うものとする。
　なお、ＰＴＡ活動として行われる学校支援活動については、別に定めるところにより表彰を行うものとし、本要項の対象とはしない。
　　〔表彰対象の基準〕
　　組織、運営及び活動について、概ね以下に掲げる内容の活動であること。
　　（１）組織、運営
　　　　ア　地域の実情に応じた組織により、幅広い関係者の参画を得て、効果的な運営が行われていること。
　　　　イ　連携する学校側の意見を十分に反映して運営が行われており、学校関係者との連携協力が円滑に行われていること。
　　（２）活動
　　　　ア　地域のコーディネーターの調整のもと、学習支援、放課後の活動を含む学校外活動、学校環境整備、子どもの安全確保など、「地
　　　　　域による学校支援活動」が活発に、かつ継続的に行われていること。
　　　　イ　多くの地域住民等がボランティアとして参加し、地域の実情に応じた創意工夫のある活動を展開するなどにより、当該地域の
　　　　　教育環境の改善・充実に効果を上げていること。
　　　　ウ　学校以外の地域の各種機関・団体とも幅広く連携協力し、活動が行われていること。

３　推薦の方法
　　（１）推薦依頼
　　　　　文部科学省は、都道府県、指定都市、中核市（以下「都道府県等」という。）に対し、上記２を満たす活動のうち、表彰するにふさ
　　　　わしいと判断するものについての推薦依頼を行うものとする。
　　（２）都道府県等における推薦方法
　　　　　都道府県等は次に定めるところにより、被表彰対象候補として、上記２に該当する「地域による学校支援活動」を、文部科学大臣
　　　　に推薦することができる。
　　　　　なお、推薦にあたっては、＜別紙＞優れた「地域による学校支援活動」推薦書に推薦の理由等を記載し、文部科学大臣に提出する
　　　　ものとする。
　　　　〔都道府県等による推薦数〕
　　　　　都道府県等においては、選考の上、上記２の表彰対象の基準を満たす域内に存在する「地域による学校支援活動」のうち、都道府
　　　　県については３件以内、指定都市については２件以内、中核市については１件を、それぞれの被表彰対象候補として推薦すること
　　　　ができる。
　　　　　なお、選考にあたっては、都道府県等に関係者からなる選考委員会を設け、その議を経るとともに、複数推薦する場合は、推薦
　　　　順位を決定し、推薦書に明記した上で提出するものとする。
　　（３）文部科学省における推薦
　　　　　上記（２）による都道府県等からの推薦のほかに、文部科学省は、表彰するにふさわしいと判断する「地域による学校支援活動」を、
　　　　被表彰対象候補として審査の対象に加えることができる。

４　被表彰対象活動の審査及び決定
　文部科学大臣は、上記３により推薦された「地域による学校支援活動」について、学識経験者等の意見を聞いて審査を行い、被表彰対象活
動を決定する。

５　受賞歴について
　当該表彰の受賞は１回限りとする。ただし、他の表彰等の受賞歴は問わない。

６　表彰の期日等
　文部科学省において別に定める。

７　表彰の取り消し
　次に該当する場合は、表彰を取り消すことができる。
　（１）被表彰対象活動に関する推薦書に不実な記載があると判明したとき。
　（２）被表彰対象活動において、本表彰の趣旨を損なう行為があったとき。

８　本表彰にかかる事務
　本表彰にかかる事務については、文部科学省初等中等教育局参事官付（学校運営支援担当）の協力を得て、文部科学省生涯学習政策局社会
教育課において処理する。

附　則
　１　この決定は、平成23年３月２日から実施し、平成23年度の表彰から適用する。
　２　放課後子ども教室推進表彰要項（平成20年11月11日生涯学習政策局長決定）は、本要項の決定をもって廃止する。




